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令和元年１１月１２日（火）発

令和２年４月６日（月）着

東 京

フリーマントル

シドニー

↓
南極圏

横須賀

ケープダンレイ沖海洋観測支援
（２．９～２．１２）

トッテン氷河沖海洋観測支援
（１２．９～１２．２２）
（ ２．１６～３．９）

南緯５５度

令和２年１月 ５日（日）接 岸
令和２年１月２９日（水）離 岸
令和２年２月 ４日（火）北上開始

同 上 氷海離脱

昭和基地

令和２年３月１９日（木）着

３月２１日（土）発

令和元年１１月２７日（水）着

１２月 ２日（月）発

※計画は１５１日

豪国の新型コロナウィルス感染拡大防止
施策を受け、帰国日を４日早めた。

総行動日数 ※１４７日

南極圏行動日数 ９９日

総航程（ﾏｲﾙ） ２１，０００ＮＭ

第６１次南極地域観測における輸送協力について

行 動 概 要

往路：
復路：

資料４－１
南極地域観測統合推進本部
第156回総会 R2.6.29



氷海航行実績（往路）

定着氷域進入

回次 月日（出国からの日数）

５７ １２．２１（３６日目）

５８ １２．２１（４１日目）

５９ １２．１６（３５日目）

６０ １２．１６（３７日目）

６１
１２．２９（４８日目）

※ﾄｯﾃﾝ氷河沖行動１４日間含む。

12.28 0600C
海底圧力計設置

12.28 1344C～12.29  0633C
乱氷帯（ﾗﾐﾝｸﾞ52回）

12.29 0937C
定着氷域進入

12.28 0911C
氷海進入（流氷域）

参考：昨年(60次）の氷縁昨年の氷海進入位置
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接 岸

回次
月日

（出国からの日数）
氷厚（ｍ） 積雪（ｍ）

５８ １２．２８（４８日目） 2.7～5.5 0.3～1.4

５９ １２．２３（４２日目） 2.0～5.2 0.5～1.2

６０ １２．２５（４６日目） 0.7～1.2 0.3～0.8

６１ １．５ （５５日目）
（トッテン１４日間含む。）

2.0 0.15

接岸までの氷状の比較

回次
１年氷帯 多年氷帯

氷厚（ｍ） 積雪（ｍ） 氷厚（ｍ） 積雪（ｍ）

５８ 1.0～1.2 0.3～0.5 － －

５９ 0.3～1.2 0.1～0.8 － －

６０ 0.5～1.5 0.3～1.0 － －

６１ 0.3～0.7 0.1～0.3 － －

定着氷進入から接岸までの砕氷航行時間

回次 １～２年氷帯 多年氷帯 計

５８
７時間
（43NM)

－
７時間
（43NM)

５９
９時間
(34NM)

－
９時間
(34NM)

６０
４日間
(50NM)

－
４日間
(50NM)

６１
１９時間
(20NM)

－
１９時間
(20NM)

南極大陸

10NM

20NM

約１０ＮＭ

航跡

12.28 1344C～12.29 0633C
砕氷航行（ﾗﾐﾝｸﾞ52回）

流氷域

3
40E

69.0S

昭和基地

定着氷縁

39E38E37E36E

68.0S

12.29 0937C 定着氷域進入（停留）
1年氷帯

12.30 人員輸送、野外観測支援
12.31 人員輸送、野外観測支援
1.1 昇任伝達、年頭訓示

開放水面

1.2 1007C～1.4 0023C
砕氷航行(ﾗﾐﾝｸﾞ107回）
2年氷帯

1.2及び3 優先物資空輸
1.4 停留（天候不良）
1.5 1450C昭和基地沖接岸

昭和基地沖の氷状
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燃料輸送及び氷上輸送

接岸位置を上空から撮影（令和２年１月６日：ドローン撮影）

パイプライン長：７５５ｍ

種 類 送油量

軽 油 ４９８．０トン

１月５日（日）～１月１１日（土）

昭和基地

氷上輸送：約１０００ｍ

種 類 輸送量

車 両
コンテナ 等

２４２．３トン



航空輸送（一般物資、持帰り物資）

燃料タンク

昭和基地
（東ｵﾝｸﾞﾙ島）

昭和Ａヘリポート（空輸送り先）

令和２年１月１４日、航空輸送のため接岸点から停留点を移動
（令和２年１月１９日：ドローン撮影）

１月１５日（水）～１月２１日（火）
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接岸点＋

接岸点

停留点移動



輸送実績

回次
輸送量 持ち帰り輸送

（トン）計画（トン） 実施（トン） ％

５３
１２５０．４
（５２６）

８１７．５
（２９０．８）

６５．４
（５５．３）

２３５．９

５４
１０８４．３
（５２６）

６７７．７
（４０７．２）

６２．５
（７７．４）

９７．５

５５
１１５９．７
（５６６．７）

１１５９．７
（５６６．７）

１００
（１００）

４９９．５

５６
１０３７．２
（６４５．２）

１０３７．２
（６４５．２）

１００
（１００）

４１０．３

５７
１０６４．８
（６６２）

１０３６．９
（６３２．２）

９７．４
（９５．５）

３５２．３

５８
１０３０．９
（６１５．９）

１０３０．９
（６１５．９）

１００
（１００）

３６７．４

５９
９８１．５
（６１２．９）

９８１．５
（６１２．９）

１００
（１００）

４１１．７

６０
９９９．４
（６５７．２）

９９９．４
（６５７．２）

１００
（１００）

３８８．７

６１
９７５．９
（５６６．５）

９７５．９
（５６６．５）

１００
（１００）

３８１．８

※（ ）は燃料(内数） 6



予備スライド
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トッテン氷河沖氷海航行実績（往路）

① １２．９ ０６００G 流氷域進入
海洋観測支援（海氷ブイ設置等）

② １２．１０ 航空機防錆解除
１２．１１ 試飛行

③ １２．１２ １３３７G 定着氷域進入
海洋観測支援（ROV）

～
海洋観測支援（ＡＸＣＴＤ等）

～
④ １２．１５ 海洋観測支援

(係留系投入、採泥等）
１２．１６ 海底地形測量
１２．１７ ０６３８Ｇ 定着氷域離脱

(係留系投入、採泥等）
⑤ １２．１８ 海洋観測支援(採泥等）
⑥ １２．１９ 海洋観測支援

(ＡＸＣＴＤ、採泥等）
⑦ １２．２１ ０７３６Ｇ 流氷域離脱

④
天候及び氷状に恵まれ、計画より
４日早く離脱
→約２５０ｋｌ（定着氷内３日分相
当）の燃料節減

昭和基地に向け西航

①

③

②
⑥

⑤

⑦
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トッテン氷河沖氷海航行実績（復路）

①

⑦

離脱

②

① ２．１７ ０４４６H 海洋観測支援（XCTD）
② ２．１８ １７３０H 流氷域進入
③ ２．１９ １３００H 西航断念

氷状及びブリザード予察からビセットを警戒し

開放水面に出ることを決心

④ ２．２０ １８００H 海洋観測支援
(ＬＡＤＣＰ、ＣＴＤ等）

２．２１ 悪天候のため漂泊待機
⑤ ２．２２～２３ 海洋観測支援

(ＬＡＤＣＰ、ＣＴＤ、採泥等）
２．２３ １２００H 西航断念
氷状が厳しいことから開放水面に出ることを決心

⑥ ２．２５ １３００Ｈ 海洋観測支援
(ＬＡＤＣＰ、ＣＴＤ、採泥等）

⑦ ２．２７～３．１ 海洋観測支援
(ＬＡＤＣＰ、ＣＴＤ、係留系）
海底地形測量

３．２ 悪天候のため漂泊待機
⑧ ３．３～４ 海洋観測支援

(ＬＡＤＣＰ、ＣＴＤ、採泥、係留系）
海底地形測量

⑨ ３．５ 海洋観測支援
(ＬＡＤＣＰ、ＣＴＤ、採泥等）

⑩ ３．６～３．８ ＸＣＴＤ観測
３．９ ０１００H 流氷域離脱

③

④⑧ ⑨

⑤

⑥

⑩
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投下時の様子(ランプドア) 観測ブイ、観測機材(キャビン内)

受信アンテナ

海氷

海氷

海

観測ブイ 観測機材

準備した観測ブイ数 ８０本

投下した観測ブイ数 ７４本

観測に成功した数 ６７地点

観測に失敗した数 ７地点

トッテン氷河沖でのＣＨ海洋観測支援実績
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ルンドボークスヘッタ

スカルブスネス
・きざはし浜

西オングル島
・西ｵﾝｸﾞﾙ東池
・西ｵﾝｸﾞﾙ大池
・西ｵﾝｸﾞﾙﾃﾚﾒﾄﾘ

昭和基地

Ｓ１６

70NM

ラングホブデ
・ぬるめ池
・雪鳥沢
・水くぐり浦

インホブデ

スカーレン 50NM

Ｓ１７

Ｈ１２８

Ｈ６８

スカレビークハルゼン

ＣＨ着陸地点

地点数 派出日数
地点
（延べ）

輸送人員
(延べ）

ﾘｭﾂｫ･ﾎﾙﾑ湾周辺 ２５ ２３ ８７ ３６５

パッダ島

明るい岬

天測岩

とっつき岬

たま岬

インステクレパネ

奥氷河岩

ベルナバネソータ
ヒスタ

ベストホブデ東岩

支援作業（野外観測支援地点）
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行 動 の 特 徴

12

環 境

１ リュツォ･ホルム湾沖氷縁が南緯６７度まで後退（昨年から１４０ＮＭ後退）

（１）流氷域の航程は２３０NMから９０NMに縮小

（２）開放水面の航程は１７NMから３５NMに拡大

（３）定着氷域の航程は４２NMから２４NMに縮小

⇒昨年の氷海内航程は２８９NM 今年は１４９NM

２ 昭和基地接岸位置は２年氷であり、氷上輸送に適する氷状

３ 復路流氷域は、ブリザードが無かった影響から密接度は５/１０から８/１０

実 施

最新の海氷データを活用した最適航路の選定

１ 燃料節減のため氷海内１４９NMの内、７５NMを２台の発電機で運用

（昨年の燃料消費量４３１ＫＬ 今年は２４０ＫＬ）

２ 越冬隊による接岸点付近の事前氷状調査及び最適接岸点のリコメンド

①燃料輸送（２日間）

②氷上輸送（５日間）

３ 復路流氷域は、ラミングの所要はなく９時間で突破

接岸点で実施



支援作業（実績）

回次

艦上観測支援 野外観測支援

基地設営支援
派出人員
(人日）

氷海内海洋
観測支援

[ﾘｭﾂｫ･ﾎﾙﾑ
湾内]

（支援日数）

海底地形
測量

（測量航程
：マイル）

氷海性能
試験

（支援日数）
派出日数

地点
(延べ）

輸送人員
(延べ）

５３ ５ ０ － ３ １４ ５１ １１６

５４ ４ ３３０ － １ １ ３ ０

５５ ５ ２７０ － － － － ４７３

５６ ３ ９０ ２ － － － ３６０．５

５７ ５ ４４０ ４ ２０ ９４ ２４０ ４９５．５

５８ ２３ １２３０ － ３１ ６６ ４０２ ５０７

５９ ２１ ４７９ ５ ３４ ８０ ４７８ ４５１

６０ １５ ８ ２ ２９ ９１ ３６９ ６３３．５

６１ ７ ４０４ ３ ２３ ８７ ３６５ ４５８
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回次

飛行時数（便 数）

計人員輸送
※

物資輸送
野外観測
支援

野外観測
地点調査

氷状偵察
・写真撮影

試飛行

５３ －
１２１．６
（２０６）

２０．２
（１０）

－
１．８
（２）

８．６
（９）

１５２．２
（２２７）

５４ －
１４５．９
（３１９）

３．２
（３）

－
０．５
（１）

２．０
（４）

１５１．６
（３２７）

５５
１．８
（４）

７２．３
（２４２）

－
１９．４
（１１）

１．０
（１）

１．６
（１）

９６．１
（２５９）

５６
０．５
（１）

６３．２
（１４９）

－ －
２．５
（２）

０．５
（１）

６６．７
（１５３）

５７
８．０
（１４）

５５．５
（１８４）

６５．４
（４３）

８．１
（６）

６．５
（５）

３．０
（５）

１４６．５
（２５７）

５８
１０．２
（１９）

６０．４
（１９３）

１２２．６
（８４）

１３．６
（２４）

４．５
（３）

４．６
（６）

２１５．９
（３２９）

５９
１１．６
（２０）

６９．８
（２２１）

１３２．１
（９５）

１３．９
（２５）

３．０
（３）

４．９
（６）

２３５．３
（３７０）

６０
１０．２
（２２）

７０．６
（２１１）

１１３．２
（８３）

５．９
（４）

４．３
（３）

８．２
（９）

２１２．４
（３３２）

６１
１５．４
（２６）

６８．８
（２０７）

１０２．1
（７９）

１３．３
（７）

６．１
（３）

３．８
（５）

２０９．５
（３２７）

※人員のみの輸送であり、物資輸送便等で人員を輸送した場合は物資輸送便等に計上

飛行実績
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６１次行動における新型コロナウィルスの影響

２月２５日 防衛省方針「不特定多数の人が参加するイベントの中止」に基づき、

シドニーにおける艦上レセプション及び特別公開中止決定 （しらせの入国については問題なし（豪国内務省））

３月１３日 豪保健省発表 感染者数１５６例（ＮＳＷ州７７例）→豪国防軍が組織的な対応実施

３月１５日 豪国政府発表「海外から入国するすべての渡航者を対象に、２週間の隔離措置を行う。１５日深夜から
適用され、入国した人は２週間、自主的に自宅や宿泊施設などに滞在し、外出を控えることが求める。
海外からのクルーズ船の入港も少なくとも３０日間は禁止される。」→ 豪国政府の警戒レベルが上がる

※観測隊：入港日（１９日）中の航空便で帰国調整開始（調整がつかない場合は２２日まで上陸禁止）
日本からシドニー入り予定のシップエージェント及び極地研職員も豪国出張中止

３月１６日 豪海軍本部から「しらせ」の入港・補給等は問題ないものの、例外なく１４日間の自主隔離は適用されると
の回答を得る。現時点において「艦長を含めて誰も上陸できない」との前提で計画・行動をしたほうが良いとの
助言あり。
寄港行事の中止及び乗員の上陸禁止決定（乗員が上陸中に感染し、以後の行動に影響がでることを警戒）

※観測隊：予定より２日早い２０日のＪＡＬ便で帰国

３月１７日 領事館職員も入港出迎え及び見送りを中止

３月１８日 豪国政府発表「非豪州人への入国禁止措置発動」

３月１９日 シドニー入港 補給

３月２０日 観測隊退艦

３月２１日 シドニー出港

４月 ６日 横須賀入港（航海中に発熱症状を訴えた乗員なし。）

所感
豪国内の水際対策管轄省庁は農水省であるものの、港湾における現場担当は内務省の国境警備隊の担当
両者の措置内容に相違が多くみられたことから豪国内も混乱が生じていることが感じ取れた。
そういった中において、豪海軍から積極的な支援（助言を含めパイロットの手配等）が得られた。
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